
愛知県芸術劇場

　歌川国芳（1797-1864）は、江戸後期
に活躍した多くの浮世絵師たちの最後の
世代に現れました。そして、多種多様な国
芳の作品は、それまでの浮世絵になかった
斬新な発想に基づき、浮世絵界に新風を
吹き込んだのです。力強いポーズをとる
英雄を大胆な構図と派手な色使いで描いた武者絵は、異色の魅力を放ち、国芳を一躍人気
絵師に押し上げました。豊かな発想力は三枚続きの大画面を活かした大胆な武者絵や、西洋

愛知県美術館

江戸のアヴァンギャルド！ 

　2025年はアクラム・カーン・カンパニー、NDT 2と、世
界の第一線で活躍するコンテンポラリー・ダンスを紹介し、

多くの方々から賞賛を浴びた愛知県芸術劇場の海外
招聘シリーズ。2026年6月には、ベルギー・ブリュッ
セルを拠点とする世界的ダンスカンパニー「ローザ
ス」が登場します。これまでデビュー作『ローザス・ダ
ンス・ローザス』、結成の契機となった幻の名作
『ファーズ―Fase』といった初期作品から、マー
ラーの『大地の歌』（シェーンベルク編曲）をベー
スにした『3Abschied ドライアップシート（3つ
の別れ）』、ジョン・コルトレーンの名曲を題材に
した『A Love Supreme～至上の愛』などの
最新作まで、数々の話題作を上演してきました。
　今回は約7年ぶりの愛知公演。同カンパ
ニー芸術監督で、自然界の法則や社会的構
造など多角的な視点から振付を行い、近年

2026年4月24日（金）～6月21日（日）
歌川国芳展―奇才絵師の魔力
場所／愛知県美術館
時間／10：00～17：00 ※金曜～20：00
　　　（入場は閉館の30分前まで）
休館日／毎週月曜日（ただし5月4日［月・祝］は開館）、5月7日（木）
料金／一般1,800円（1,600円）、大学生1,000円（800円）、
　　　高校生800円（600円）、中学生以下無料
※（　）内は前売券および20名以上の団体料金です。

2026年6月24日（水）
『Il Cimento dell'Armonia e dell'Inventione』 / 和声と創意の試み
アンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマイケル,ラドワン・ムリジガ / ローザス,アトラファイブ

場所／アマノ芸術創造センター名古屋（名古屋市芸術創造センター）　時間／18：30～
料金／S席 8,000円 【S席U25】 4,000円、 A席 6,000円 【A席U25】 3,000円
チケット／3月27日（金）10：00より一般発売
※【U25】は公演日に25歳以下対象（要証明書）。　※未就学児入場不可。託児サービスあり（有料・要予約）。
※埼玉、東京公演あり。
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もっと知りたい歌川国芳　
生涯と作品　改訂版（アート・ビギナーズ・コレクション）
悳俊彦／著　東京美術、2022（改訂版第一刷）

歌川国芳の主要作品を、140点もの鮮やかな図版とともに年
齢ごとの変遷で辿る書籍。各図版に添えられた著者による
ユーモア満載のキャッチコピーも楽しい。関連トピックも充実。

スタッフのオススメ関連本！

由良学芸員
詳細は
展覧会
特設サイトで!
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ヴィヴァルディの名曲『四季』を
ダンスで再構成！

うたがわくによし

は地球環境にも目を向け、環境に配慮した創作・上演を
続けるアンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマイケルと、新進気鋭の
若手振付家ラドワン・ムリジガによって2024年に発表さ
れた『Il Cimento dell’Armonia e dell’Inventione』/ 
和声と創意の試みが、はやくも日本初上陸します。ヴィ
ヴァルディの名曲『四季』に触発され、ダンスとして再構
築された本作は、音楽と振付の精緻な呼応に加え、気候
変動や自然破壊を主題としています。ケースマイケルの作
品の特徴でもある音楽と身体がせめぎ合うスリリングな
パフォーマンスを通して、舞台芸術の分野から「持続可能
な社会の実現」という喫緊の社会課題や、自然や地球
環境への眼差しを湛えた、新たな『四季』の魅力を提示
する作品です。自然への連想を起点に、ダンスとしての応
答を試みます。40年以上にわたりコンテンポラリー・ダン
ス界を牽引してきたダンスカンパニー「ローザス」の公演
に、どうぞご期待ください。

たた

《相馬の古内裏》弘化2～3年（1845～46）頃　［通期展示］　個人蔵

詳細は
劇場WEBページで!

ローザス

画法を取り入れた風景画、市井の女性の日常を捉えた美人画、ウィットに富んだ戯画などに存分に発揮されています。 
　国芳の作品にみられる新奇な表現は、見る者を楽しませる魅力にあふれています。本展では、幅広い画題を手掛けた
国芳の武者絵、戯画、美人画、風景画、役者絵に肉筆画も加えた約400件の作品を展示し、国芳の全貌に迫ります。

愛知県美術館 学芸員　由良濯

Il Cimento dell'Armoniae dell'Inventione

【前期】4月24日（金）～5月24日（日）
【後期】5月26日（火）～6月21日（日）

会期中展示替えをします

イル・チメント・デッラルモーニア・エ・デッラ・インヴェンツィオーネ



愛知県芸術劇場ダンスアーティストのNullから
5月のパフォーマンスに向けてのメッセージ

お 知 ら せ

ⓒ 愛知県芸術劇場2026　 ※本誌記事・写真・レイアウトの転載を禁じます。　※本誌に掲載している価格は、原則的に消費税込みの価格です。
　　　　　　　　　　　　  ※掲載内容は2026年2月17日（火）現在のものです。展覧会・公演の内容を変更、または開催を中止する場合があります。

052-955-5506　e-mail／mkt@aaf.or.jp（企画制作部） 

アートライブラリーでは、毎年、年度末に特別整理期間
を設け、所蔵資料について所在や状態の確認・点検を
行っています。作業の恩恵でさまざまな資料に触れる
ため、蔵書に対して理解が深まる時間でもあるんです！

もっと知りたいアート専門の図書館

（愛知芸術文化センター1F）

NDT 2、若き精鋭たちの身体の威力 親しさと距離のあいまに 

　約20年ぶりのNDT 2来日公演は、甲乙つけ難い快作
揃いのトリプルビルだった。
　最初の作品はマルコス・モラウ振付『Folkå』。ダンサー
たちの身体の威力にいきなり驚いた。鋼のようにぐわりと
しなる上半身と、それを支える下半身の強靭さ。ブルガリ
アン・ヴォイスが響く闇の中、彼らはひとつの生命体のごと
く凝集し、移動する。時に一人がころりと飛び出すが、すぐ
にまた集団に回収される一連の動きが心に残る。あの一
人は、集団から弱 し々く転がり落ちたのか、それとも意志を
もって逃げ出したのか。また、儀式性をまとった不気味な
ムーヴメント、民族紋様にも見える記号的なアームス、ユニ
ゾンの張り詰めたシンクロ性などは、中高生など若い観客
にも大いに刺さったようだった。
　ストリートダンス出身の振付家、ボティス・セヴァの
『Watch Ur Mouth』は内省的な作品だった。他者の
声、自分の内なる声、立ち止まりたい、でも歩き続けたい
……地を踏み鳴らし、拳を振り回し、踊ることでしか叫べな
い焦りや苦悩が、音楽とスポークン・ワードの波に乗り切々
と伝わってくる。本作はきっとストリートダンス由来のス
テップが詰まった激しい振付なのだろうと想像していた
が、実際はむしろ静かな余白が印象に残った。舞台の上を
ひたすらに走り続けた一人のダンサーが、ついに息切れ、
立ち止まった時、その身体を優しく抱き締める誰かが現れ
る。約25分のダンスの最後に待っていたものが愛だった
ことに、胸が温かくなった。
　最後はアレクサンダー・エクマンによる『FIT』。舞台前方
に横一列で並び、「コンニチハ！」と語り始めたダンサーたち

は皆お揃いの白いチュチュを着ているが、そこに一人だけ青
いチュチュとサングラスの“フィット（調和）していない人”が現
れる。集団は不調和な個を注視し、責め立て、感化しようと試
みる。不調和な個もまた集団を威嚇したり、感化しようと試み
たり。しかし最後に全員チュチュを脱ぎ去ると、誰もがつるん
と肌色の個体になる。白とか青とか、フィットするとかしないと
か言ったって、結局は皆同じ「人間」じゃないか、とでも言うよ
うに。そして人間たちが互いの調和・不調和に過敏に反応し
ている横で、空間の一部とも異物ともつかぬままそこに置か
れていた大きな石。あの石が、今も頭の隅から離れない。

林 いづみさん  Izumi Hayashi 

岐阜県現代陶芸美術館学芸員。最近の担当企画展に
「伊藤慶二　祈・これから」（2025年）など。阿部 さや子さん  Sayako Abe

WEBメディア〈バレエチャンネル〉編集長。インタビュアー、ライター、編集者。イベント
などのプロデュースや司会、バレエ漫画の監修なども手がける。

国際芸術祭「あいち2025」
2025年9月13日（土）～11月30日（日）［79日間］
場所／愛知芸術文化センター、愛知県陶磁美術館、瀬戸市のまちなか

春は「歌川国芳展―奇才絵師の魔力」、夏はスウェーデン国立美術館の全面協力を受けた「スウェーデン
絵画　北欧の光、日常のかがやき」、秋はボストン美術館の日本美術コレクションの礎を築いた大コレク
ターの一人として知られる、ウィリアム・ビゲローの日本における事績をたどる「没後100年記念　ビゲロー
幻のコレクションと近代日本画の夜明け　日本美術に魅せられたボストン人」、冬は「セカイノコトワリ―
私たちの時代の美術」です。来年度もコレクション展を含めて、さまざまなテーマで展示を行います。

2026年度の愛知県美術館
展覧会スケジュール、決定！ 

『FIT』by Alexander Ekman（アレクサンダー・エクマン）　© Rahi Rezvani

国際芸術祭「あいち2025」 展示風景 　ミルナ・バーミア
《ビター・シングス：オレンジの名のもとに》 2024
© 国際芸術祭「あいち」組織委員会 　撮影：ToLoLo studio 
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5月の「劇場ワンダーランド」では、1年かけて創作してきた作品を上
演します。試作段階から愛知の方々をはじめ、多くのみなさまに見て育
てていただいた作品で、愛知県で初演を迎えられることをとても楽し
みにしています。今後は「からだであそんでみる」をモットーに、ワーク
ショップや鑑賞イベントを通して、地域と深く関わっていきたいです。

ネザーランド・ダンス・シアター （NDT 2） 来日公演2025
2025年11月21日（金）・22日（土）　場所／KAAT 神奈川芸術劇場〈ホール〉
2025年11月24日（月・休）　　　　  場所／愛知県芸術劇場 大ホール

© Joseph Marcinsky
Nullの『LiMBO』は5月2日（土）「劇場ワンダーランド」で上演される予定です。

2026年3月1日号   Vol.127　発行・お問合せ／愛知県芸術劇場（公益財団法人 愛知県文化振興事業団）
デザイン／神谷直広、髙木若菜（株式会社Rand）　編集／村瀬実希（MAISONETTE Inc.）　印刷／長苗印刷

館内整理等のため3月12日（木）～3月31日（火）の期間は休館いたします。

特別整理休館のお知らせ

2月26日（木）～3月11日（水）それに伴い、 は
6冊まで図書・楽譜あわせて 貸出できます。貸出期間も拡大します。

　国際芸術祭「あいち2025」では、多様なバックグラウンド
とつながる戦争や環境破壊など切実な問題意識を抱えた
作品が並んでいた。私はその多くに意外なほどの「親しみ」
を覚え、すこし戸惑った。当事者性を共感で回収してしまう
ことの軽慢さと暴力性を考える一方で、その感覚を掘り
下げると、それらの作品に貫かれていたのが、祝祭性や
高揚感よりも、日常に根差した感覚であったことに気づく。
たとえば、食、器、家と故郷、それらと密接に結びつく土、
大地、生態系、環境、自然。生の土台となる事物を起点と
した、実直な感覚を浮かび上がらせる作品が印象に残った。
　たとえばミルナ・バーミアによる《サワー・コード》および
《ビター・シングス：オレンジの名のもとに》。吊り下げられ
た陶製の食物には骨のイメージが重なり、粘土で模られた
オレンジとそれにまつわる物語の映像には、パレスチナの
惨状が滲む。しかし同時に、土の確かな物質感や、現場で
ある元厨房に染み込んでいた食事の匂いや気配が、食と
いう私的な行為がもつ記憶に働きかけ、想像力を別の
場所へと接続する回路となっていた。
　瀬戸で展開されたセルマ＆ソフィアン・ウィスィによる
「ラアルーサ」プロジェクトの展示も心に残っている。日々
の手仕事はときに疲弊を伴い、その繰り返しの身振りに意
味を見出すことは難しい。けれどその反復を見つめている
と、本来は、こうした日常的な行為がコミュニティを育んで
いたことが思い出される。その普遍的な体感を伝えてくれ
たのは、素朴な土の像が湛える柔らかさと親しさである。
　こうした作品が抱える身体的な感覚に触れるとき、私た
ちは「近さ」を感じる。それは、ある場所の惨禍と私の日常

が地続きであることを実感させてくれる一方で、問題を
自分の視点へ引き寄せすぎてしまう危うさも孕んでいる。
展示空間の外には変わらぬ日常があるが、その中にも、
別の痛みは語られている（瀬戸市のまちなかで見た冨安由
真《The Silence（Two Suns）》はまさにその状況を体
現していた）。何か一つの正しさにすがりたくなるとき、その
痛みのような実感覚を媒体に、想像力を働かせられないだ
ろうか。灰と薔薇のあいまの、不安定さのなかで考え続ける。
それはきっと芸術だからこそ可能な姿勢なのではないか。

はら

たた

年間スケジュールの
詳細はこちら
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《中断された眠りⅡ》1985年 224.0×287.0cm 愛知県美術館蔵

《瀧のある邑》2023―2025年 227.3×181.8cm
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聞き手／愛知県美術館 主任学芸員　藤島美菜
撮影／千葉亜津子

2026年3月7日（土）

ピアノ･ツィルクス～5台ピアノの世界
in 愛知県芸術劇場

場所／愛知県芸術劇場コンサートホール
時間／15：00～

ハコとモノの
　　　現代音楽事情

都市計画事務所勤務の後、1994
～1997年劇団黒テント演出部所
属。2004年（有）ナヤ・コレクティ
ブ設立。主に音楽公演の制作に関
わる。制作した公演がサントリー芸
術財団佐治敬三賞を8回受賞。
2023年度より現職。

金沢市民芸術村
ミュージック工房ディレクター

福永綾子
Ayako Fukunaga
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な
ら
ば
野
外
も
あ

り
？ 

会
場
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
一
気
に
具

体
化
、楽
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
こ
れ
が「
現
代
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
り
た

い
」と
い
う
相
談
に
な
る
と
、「
ど
こ
が
い
い
で
す

か
？
」で
は
な
く
、た
い
て
い「
ど
こ
で
可
能
で
す

か
ね
」と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。制
作
者
と
し
て

の
ギ
ア
が
一
段
階
あ
が
る
瞬
間
で
す
。

　
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
例
は
、ピ
ア
ノ
の
拡

張
奏
法（
内
部
の
弦
を
触
る
、な
ど
）で
し
ょ
う
。

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
音
楽
ホ
ー
ル
、特
に
公
共
施

設
は「
指
で
鍵
盤
を
弾
く
」行
為
し
か
認
め
て
い

な
い
た
め
、や
む
な
く
楽
器
そ
の
も
の
を
持
ち
込

む
こ
と
で
解
決
し
ま
す
が
、ま
ず
も
っ
て
お
借
り

す
る
拡
張
奏
法
O
K
の
ピ
ア
ノ
を
探
す
の
も
大

変
で
す
し
、ま
た
運
搬
や
調
律
の
コ
ス
ト
は
か
な

り
の
も
の
。し
か
も
リ
ハ
ー
サ
ル
で
も
拡
張
奏
法

N
G
な
ス
タ
ジ
オ
は
多
い
で
す
か
ら
、あ
っ
と
い

う
間
に
リ
ハ
ー
サ
ル
難
民
で
す
。

 　

た
と
え
ば
公
共
施
設
の
謎
ル
ー
ル
の
最
た
る

も
の「
和
太
鼓
禁
止
」で
は
、三
尺
を
超
え
る
大

太
鼓
か
ら
小
さ
な
締
太
鼓
ま
で
、一
律
禁
止
。と

あ
る
室
内
楽
初
演
で
相
撲
太
鼓
が
ひ
と
つ
だ
け

編
成
さ
れ
た
と
き
は
、ホ
ー
ル
担
当
者
の
前
で
そ

の
パ
ー
ト
を
演
奏
し
、ぺ
ぺ
ぺ
ん
と
軽
や
か
に
鳴

る
相
撲
太
鼓
の「
音
の
大
き
さ
や
振
動
」を
確
認

し
て
も
ら
っ
て
許
可
を
得
ま
し
た
。こ
の
謎
ル
ー

ル
が
全
国
に
行
き
渡
っ
て
い
る
経
緯
、い
つ
か
知

り
た
い
な
あ
。

 　

た
と
え
ば
ネ
オ
・ヒ
ュ
ル
ッ
カ
ー
の《
ネ
オ
ラ
ン

プ
ス
》（
2
0
1
3
）の
楽
譜
は
、音
符
は
一
切
な

M O R E  M U S I C

藤　

最
近
の
作
品
も
、フ
ラ
ッ
ト
な
画
面
の
奥
に
空

間
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

𠮷　

自
分
の
好
き
な
も
の
は
、結
局
ま
っ
た
く
変

わ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。浪
人
時
代
、友
だ
ち
に

「
水
墨
画
み
た
い
な
油
絵
を
描
き
た
い
」と
伝
え
た

ら
、「
割
と
普
通
だ
な
」と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。で
も
今
考
え
る
と
、全
然
普
通
じ
ゃ
な
い

で
す
ね（
笑
）。水
墨
画
の
世
界
観
を
油
絵
の
技
法

と
融
合
さ
せ
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
し
、今
で

も
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、多
分
ず
っ
と
そ
れ
を
や
り

た
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。絵
画
は
8
割
が
技
術
で

す
。引
き
出
し
の
カ
ー
ド
を
う
ま
く
組
み
立
て
な
け

れ
ば
、そ
こ
に
は
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。《
瀧
の
あ
る

邑
》の
よ
う
に
、日
本
人
の
フ
ラ
ッ
ト
な
視
覚
表
現
で

奥
行
き
を
出
し
な
が
ら
、画
面
の
中
に「
絵
画
と

い
う
空
間
」が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤　
《
瀧
の
あ
る
邑
》は
、未
完
で
回
顧
展
に
出
品
さ

れ
た
後
、1
年
か
け
て
完
成
さ
れ
た
最
新
作
で
す
ね
。

𠮷　

制
作
中
に
木
炭
の
下
書
き
を
消
そ
う
と
し
て

軍
手
を
使
っ
た
ら
、画
面
が
毛
羽
立
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。紙
や
す
り
で
削
り
始
め
た
と
こ
ろ
、前
の

状
態
に
時
間
を
舞
い
戻
ら
せ
て
い
る
よ
う
な
感
覚

が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。未
完
成
と
完
成
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
1
〜
2
年
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
す
。ガ
ウ
デ
ィ

展
を
見
て
、未
完
成
に
対
す
る
覚
悟
は
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。本
当
の
未
完
成
は
遺
作
の
1
枚
で
し
か

な
い
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
、展
覧
会
の
期
日
の
よ
う

に
、他
力
本
願
の
区
切
り
も
一
つ
の
方
法
か
な
と
。

自
分
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
や

当劇場スタッフが舞台芸術の世界をナビゲート。
舞台裏のあんな話やこんな話も！？

愛知県芸術劇場コンサートホールに、新しいピアノが仲間入りします。そのピアノは
YAMAHAの最高峰モデル「CFX」。豊かな音色と繊細なニュアンスを併せ持ち、ソロから
オーケストラとの共演まで、幅広い表現に応える一台です。愛知県芸術劇場へのフルコン
サートピアノ導入は、約18年ぶりになります。ホール空間にどのような響きが広がるのか、
今から楽しみです。CFXは、3月7日（土）のコンサートにてデビューする予定です。

コ
ン
サ
ー
ト
制
作
者
の

ニ
ッ
チ
す
ぎ
る
つ
ぶ
や
き

く
、テ
キ
ス
ト
に
よ
る
指
示
だ
け
で
で
き
て
い
ま

す
。演
奏
に
必
要
な
も
の（
楽
器
や
お
も
ち
ゃ
等
）

の
な
か
に「
長
い
テ
ー
ブ
ル
」と
い
う
文
字
を
見
つ

け
て
、コ
ン
サ
ー
ト
制
作
者
の
触
覚
が
ビ
ク
ン
と

動
き
ま
す
。え
、長
い
っ
て
ど
れ
だ
け
？ 

た
い
て
い

の
公
共
ホ
ー
ル
に
は
備
品
に
長
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り

ま
す
が
、意
外
に
民
間
ホ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

に
は
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
要
注
意
。さ
ら
に
指

示
に
あ
る「
米
や
付
け
爪
な
ど
の
細
か
い
も
の
が

入
っ
た
小
さ
な
袋
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ぶ
ち
ま
け

る
」（
稲
森
安
太
己
訳
）と
い
う
項
目
を
見
つ
け

て
戦
慄
を
覚
え
ま
す
。こ
れ
絶
対
舞
台
の
床
に
落

ち
る
や
つ
…
。現
代
音
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
東
京

現
音
計
画
」が
2
0
1
6
年
に
愛
知
県
芸
術
劇

場
小
ホ
ー
ル
で
こ
の
曲
を
演
奏
し
た
と
き
は
、2

つ
の
長
テ
ー
ブ
ル
を
つ
な
げ
て
5
人
が
演
奏
、

「
細
か
い
も
の
」が
テ
ー
ブ
ル
か
ら
落
ち
な
い
か
、

舞
台
監
督
と
二
人
で
目
を
こ
ら
し
ま
し
た
。落

ち
な
か
っ
た
け
ど
。ち
な
み
に
こ
の
作
品
は
こ
れ

ま
で
三
度
も
上
演
し
た
東
京
現
音
計
画
お
気
に

入
り
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
す
。

 　

た
と
え
ば
電
子
音
響
作
品
で
マ
ル
チ
ス
ピ
ー

カ
ー
が
観
客
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、な
ど
の
希
望

が
あ
る
と
、平
土
間
形
式
に
で
き
る
ホ
ー
ル
は
ど

こ
だ
っ
け
、と
記
憶
を
絞
り
ま
す
。こ
の
ホ
ー
ル
は

全
自
動
で
ス
ィ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
平
土
間
に
は
な
る

け
れ
ど
、そ
こ
に
椅
子
を
並
べ
、さ
ら
に
撤
収
す

る
の
は
人
力
で
す
よ
、設
営
の
ス
タ
ッ
フ
が
増
え

ま
す
ね
、な
ど
と
脳
内
ソ
ロ
バ
ン
が
パ
チ
パ
チ
と

音
を
立
て
ま
す
。

ジャン＝イヴ・ボスール／著　栗原詩子／訳
音楽之友社、2008

現代音楽を読み解く88のキーワード
12音技法からミクスト作品まで

現代音楽を取り巻く88の概念やジャンル、技法について解説
した書籍。各用語の解説文は、言葉の多義性や歴史的変容を
尊重し、作曲者や学者による言葉や論文を引用し構成。

スタッフのオススメの音楽の本！

愛知芸術文化センター管理課 アートライブラリー担当

三上昂良

ケ
ー
ジ《
エ
ト
セ
ト
ラ
2
》、も
う
ひ
と

つ
は
1
9
9
8
年
秋
吉
台
国
際
芸
術

村
で
の
ル
イ
ジ
・
ノ
ー
ノ《
プ
ロ
メ
テ

オ
》。両
公
演
と
も
に
、そ
の
劇
場
の
こ

け
ら
落
と
し
で
あ
り
、劇
場
空
間
が

そ
の
音
楽
芸
術
の
重
要
な
一
翼
を

担
っ
た
驚
異
の
公
演
で
し
た
。《
エ
ト
セ

ト
ラ
2
》で
最
後
の
テ
ー
プ
音
が
消
え

た
瞬
間
に
ホ
ー
ル
全
体
を
覆
っ
た
シ
ビ

れ
る
よ
う
な
静
寂
。《
プ
ロ
メ
テ
オ
》の

合
間
に
呼
応
す
る
よ
う
に
鳴
き
始
め

た
秋
吉
台
の
鈴
虫
。あ
の
体
験
こ
そ
、

現
在
進
行
形
ゆ
え
の
不
安
定
さ
も
多

い「
現
代
の
音
楽
」に
関
わ
る
こ
と
へ
の

確
か
な
礎
、原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
し
ず
え

右の電光表示の下で光る隙間が例のドア
国際芸術祭「あいち2022」《ユーロペラ3&4》

　

す
で
に
会
場
と
内
容
が
決
ま
っ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、制
作
と
し
て
入
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
2
0
2
2
」で
上
演

さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ《
ユ
ー
ロ
ペ
ラ
3
&
4
》

で
は
、二
人
の
能
楽
師
を
起
用
す
る
た
め
、能
楽

堂
に
訪
ね
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。そ
こ
で
心
配

そ
う
に
尋
ね
ら
れ
た
の
は「
能
舞
台
は
土
足
厳

禁
で
す
が
、大
丈
夫
で
す
か
？
」。そ
り
ゃ
そ
う
で

す
よ
ね
、大
丈
夫
、舞
台
上
は
土
禁
に
し
ま
す
！ 

元
気
よ
く
答
え
た
も
の
の
、会
場
の
愛
知
県
芸

術
劇
場
小
ホ
ー
ル
は
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
の
な
い
フ

ラ
ッ
ト
空
間
、ま
た
ス
ペ
ー
ス
確
保
で
袖
パ
ネ
ル

は
立
て
ら
れ
な
い
。と
な
る
と
能
楽
師
は
楽
屋
で

面
を
つ
け
て
廊
下
を
歩
い
て
舞
台
の
ド
ア
か
ら

登
場
、つ
ま
り
楽
屋
↓
廊
下
↓
舞
台
が
全
部

土
禁
じ
ゃ
ん
、他
の
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
も
い
る

の
に
そ
ん
な
ん
可
能
？
？
と
脳
内
ぐ
る
ぐ
る

さ
せ
な
が
ら
小
ホ
ー
ル
の
図
面
を
広
げ
る
と
、

ひ
と
つ
の
楽
屋
の
ド
ア
が
廊
下
を
挟
ん
で
上
手

ド
ア
の
真
向
か
い
に
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ブ
ラ
ボ
ー
愛
知
県
芸
小
ホ
ー
ル
！ 

こ
の
ド
ア
↓

ド
ア
の
1
・
8
m
だ
け
を
パ
ン
チ
で
つ
な
い
で

土
禁
に
し
、能
楽
師
の
登
場
ル
ー
ト
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

 　

も
と
も
と
劇
場
建
築
が
好
き
で
こ
の
世
界
に

入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、ハ
コ（
建
築
）や
モ
ノ（
備

品
）に
関
わ
る
難
題
が
つ
き
も
の
の
現
代
音
楽
の

制
作
が（
た
ぶ
ん
）性
に
合
っ
て
い
る
私
の
自
慢

は
、日
本
の
現
代
音
楽
上
演
史
に
残
る
二
つ
の
日

本
初
演
を（
た
ま
た
ま
）観
て
い
る
こ
と
。ひ
と
つ

は
1
9
8
6
年
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
ジ
ョ
ン・

お
も
て

取材は、8年前に建設された愛知県内のアトリエにて。天井高を生かした開放感があり、
高窓から自然光がたっぷり入る心地良い空間で、「自宅にも近く、制作を日課として集中
できるようになった」と𠮷本。明里夫人も加わり、𠮷本の博識で軽妙な芸術トークが弾んだ。

今
︑そ
の
道
の
向
こ
う
に

は
ら

中
国
の
絵
画
は
、描
き
終
わ
り
が
な
い
の
で
、い
く
ら

で
も
描
き
続
け
ら
れ
ま
す
し
、未
完
成
の
状
態
は
、

す
べ
て
の
絵
画
が
ど
こ
か
孕
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

特
に
東
洋
絵
画
に
は
余
白
と
言
い
ま
す
か
、あ
え
て

描
か
な
い
部
分
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

自
分
は
ま
だ
ま
だ
余
白
が
怖
い
ん
で
す
よ
ね
。ど
ん

ど
ん
描
き
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

藤　

中
央
に
は
、那
智
の
滝
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

𠮷　

歳
を
重
ね
て
、日
本
人
は
や
っ
ぱ
り
御
神
木
や

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
惹
か
れ
る
と
感
じ
ま
す
。何
百

年
、何
千
年
と
水
が
流
れ
続
け
て
い
る
の
に
、「
不
動

の
滝
」と
呼
ば
れ
る
。そ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
好
き
な

ん
で
す
。今
、今
、今
…
を
繰
り
返
す
永
遠
の
現
在

と
い
う
意
味
で
、滝
は
象
徴
的
な
存
在
で
す
ね
。

藤　

今
後
の
制
作
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

𠮷　

南
画
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。雪
舟
と
セ
ザ
ン
ヌ

を
突
き
混
ぜ
た
い
。セ
ザ
ン
ヌ
の
描
く
行
為
は
現
在

の
つ
ぎ
は
ぎ
み
た
い
な
も
の
で
、東
洋
と
西
洋
が
分
か

れ
る
以
前
の
、「
人
間
は
本
来
こ
ん
な
風
に
し
か
物
を

見
ら
れ
な
い
よ
ね
」と
い
う
地
点
に
立
ち
返
っ
て
い
る

気
が
す
る
ん
で
す
。そ
れ
は
東
洋
絵
画
の
余
白
に
も

通
じ
ま
す
。そ
こ
を
𠮷
本
の
方
法
論
で
ど
う
や
れ
る

の
か
。そ
れ
が
今
、一
番
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

𠮷　

一
番
大
事
に
し
て
き
た
の
は
、マ
チ

エ
ー
ル
と
ス
ト
ロ
ー
ク
で
す
ね
。ま
た
、「
絵
に

は
三
つ
の
距
離
が
あ
る
」と
い
う
考
え
方
が
、

自
分
の
基
本
に
あ
り
ま
す
。ま
ず
、遠
く
の

正
面
か
ら
全
体
像
を
把
握
す
る
距
離
。次

に
、絵
と
向
か
い
合
っ
て
印
象
を
受
け
取
る

中
間
の
距
離
。そ
し
て
、ぐ
っ
と
近
づ
く
距

離
。こ
の
す
べ
て
が
決
ま
る
作
品
は
、自
分
の

中
で
の
名
作
で
す
。だ
か
ら
学
生
の
頃
か
ら
、

10
ｍ
下
が
っ
て
も
ブ
レ
な
い
絵
で
あ
る
こ
と

と
、30
㎝
ま
で
寄
っ
た
と
き
に
見
え
る
筆
あ
と

や
絵
の
具
の
感
覚
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
人
は
掌
文
化
と
い
う
か
、手
の
ひ
ら
に

収
ま
る
距
離
感
で
物
事
を
捉
え
が
ち
で
、

遠
目
で
大
き
く
絵
を
描
く
の
が
少
し
苦
手
だ

と
思
う
ん
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、エ
ル
・

グ
レ
コ
か
ら
ル
ー
ベ
ン
ス
、ベ
ラ
ス
ケ
ス
、レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
へ
と
続
く
ス
ト
ロ
ー
ク
の
王
道
が

あ
り
、そ
れ
ら
の
絵
画
に
惹
か
れ
て
き
ま

し
た
。構
図
は
融
通
無
碍
な
良
さ
が
あ
る

と
思
っ
て
い
て
、押
し
と
引
き
を
繰
り
返
し
て

い
く
う
ち
に
、気
づ
い
た
ら
こ
の
構
図
に
な
っ

て
い
た
、と
い
う
感
じ
で
す
。音
楽
を
つ
く
っ
て

い
る
感
覚
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。計
画
や

コ
ン
セ
プ
ト
が
先
に
立
ち
す
ぎ
る
と
、意
外

と
つ
ま
ら
な
く
な
る
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。

藤　

愛
知
県
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る

1
9
8
5
年
制
作
の《
中
断
さ
れ
た
眠
り

Ⅱ
》に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。コ
ミ
カ

ル
な
人
物
は
、ど
の
よ
う
に
芽
生
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

𠮷　
自
分
に
と
っ
て
絵
の
原
点
は
、漫
画
な
ん

で
す
よ
ね
。鉄
腕
ア
ト
ム
世
代
で
す
し
、『
サ
ン

デ
ー
』や『
マ
ガ
ジ
ン
』が
創
刊
さ
れ
た
時
代
に

育
っ
て
い
る
の
で
、漫
画
と
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が

骨
の
髄
ま
で
染
み
込
ん
で
い
ま
す
。僕
と
し
て

は
当
た
り
前
に
出
て
く
る
も
の
な
ん
で
す
が
、

そ
の
要
素
を
入
れ
る
と
、漫
画
チ
ッ
ク
だ
と

軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。

藤　

画
面
に
布
を
貼
り
重
ね
た
、強
い
物
質

感
も
見
ら
れ
ま
す
。

𠮷　

そ
れ
は
、目
の
前
に
布
が
あ
っ
た
か
ら

使
っ
た
、と
い
う
感
じ
で
す（
笑
）。た
だ
、同
名

シ
リ
ー
ズ
の
1
枚
目
を
描
い
た
と
き
、フ
ラ
ッ

ト
に
な
り
す
ぎ
る
印
象
が
あ
り
、も
う
少
し

絵
の
中
に
距
離
を
つ
く
り
た
か
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。薄
い
絵
画
の
中
に
、30
㎝
く
ら
い

の
箱
の
よ
う
な
空
間
を
感
じ
ら
れ
る
の
が
、

自
分
の
絵
画
空
間
で
す
。油
絵
で
そ
れ
だ
け

の
厚
み
を
出
す
の
は
難
し
い
で
す
が
、文
楽
の

書
き
割
り
の
よ
う
に
、1
層
目
、2
層
目
、3

層
目
と
空
間
が
重
な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
く
て
。当
時
は
、西
洋
美
術
で
は
否
定

的
に
語
ら
れ
る
浮
き
彫
り
的
な
要
素
も
、絵

画
に
必
要
だ
と
思
い
、自
分
の
美
意
識
を

追
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
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